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平
成
19
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
賛
否
討
論

委
員　

先
日
、
本
市
が
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
撤
去
の
方
針
を
固
め
た

と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
、
多
く
の

市
民
か
ら
問
合
せ
や
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
、
こ
の
よ

う
な
方
針
は
、
議
会
に
報
告
さ
れ

た
こ
と
は
な
い
が
、本
当
な
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

新
聞
報
道
は
、

モ
ラ
ル
を
問
う
と
い
う
内
容
で
あ

り
、
本
市
で
は
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

が
原
因
と
思
わ
れ
る
不
法
投
棄
や

越
境
投
棄
が
多
く
あ
る
こ
と
が
記

事
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
、
市
が
ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
を
撤
去
し
て
い
く
と
い
う
意

思
表
示
を
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

現
在
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
今
後
の

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
ご
み
処

理
方
式
を
検
討
中
で
あ
る
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
予
算
は
、
予
算
ベ
ー
ス
で
の

経
常
収
支
比
率
が
89
・
8
％
で
あ
り
、

目
標
で
あ
っ
た
90
％
以
下
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
市
債
の
発
行
額
を
目
標
で

あ
っ
た
最
高
限
度
額
の
30
億
円
を
下

回
る
程
度
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

と
し
て
、
評
価
す
る
。

　

歳
出
で
は
、
７
つ
の
特
別
枠
事
業
、

18
の
新
規
事
業
、
21
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
事
業
、
19
の
見
直
し
事
業
、
９
つ

の
廃
止
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
予
算
は
、
事
務
事
業
評
価
を
も

と
に
、
こ
れ
ま
で
の
各
事
業
を
検
証

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
の
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
努
力
を

し
た
予
算
で
あ
る
と
評
価
し
、
賛
成

意
見
と
す
る
。

委
員　

分
倍
河
原
駅
北
口
の
無
料

駐
輪
場
が
屋
根
付
き
の
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
、
定
期
利
用
料
金
が

月
額
２
０
０
０
円
近
く
に
な
る
と

聞
く
。
し
か
し
、
施
設
を
作
ら
ず

に
、
整
理
員
を
配
置
す
る
だ
け
に

す
れ
ば
、
も
っ
と
低
料
金
に
で
き

る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
施
設
を
作

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

地
域
安
全
対
策
課
長
補
佐　

本
市

で
は
、
駅
周
辺
、
概
ね
３
０
０
ｍ

以
内
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
等
の
考
え
か
ら
、
有
料
駐

輪
場
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

駅

周

辺

の

無

料

駐

輪

場

施
設
を
作
り
有
料
化
す
る
理
由
は

学
校
給
食
費

 

未

納

へ

の

対

策

は

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス

　

 

今
後
の
市
の
考
え
は

委
員　

平
成
19
年

度
の
新
規
事
業
の

一
つ
で
あ
る
地
域

子
育
て
支
援
事
業

の
詳
し
い
内
容
を

聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
同
事
業

で
は
、
専
任
保
育

士
を
５
人
配
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
専
任
保
育
士

の
活
動
拠
点
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

保
育
課
長　

同
事
業
は
、
０
歳
か

ら
２
歳
程
度
ま
で
の
子
供
と
保
護

者
等
を
対
象
に
、
市
立
保
育
所
の

持
っ
て
い
る
知
識
や
場
所
、
人
材

を
活
用
し
て
、
在
宅
で
子
育
て
を

し
て
い
る
家
庭
を
支
え
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

　

専
任
保
育
士
の
活
動
拠
点
は
、

第
２
庁
舎
３
階
の
１
室
を
予
定
し

て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
日
中
は

各
地
域
で
活
動
し
、
各
保
育
所
と

連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
子
育
て

支
援
を
進
め
て
い
く
。

地域子育て支援事業

 そ の 内 容 は

委
員　

三
位
一
体
の
構

造
改
革
の
一
環
と
し
て
、

所
得
税
か
ら
住
民
税
へ

の
税
源
移
譲
と
い
っ
た

内
容
の
税
制
改
正
が
行

わ
れ
る
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
所

得
税
は
減
る
が
、
住
民

税
は
増
え
る
の
で
、
実

質
的
な
市
民
の
負
担
は

変
わ
ら
な
い
が
、
定
率

減
税
廃
止
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴

う
税
負
担
は
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
市
民
へ
の
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
取
組
は
。

市
民
税
課
長　

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
、
税
制

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
、
各
種
通
知
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
同
封
、
自
治
会
を
通
し

て
の
全
世
帯
回
覧
や
市
内
掲
示
板
へ
ポ
ス

タ
ー
の
掲
出
な
ど
を
行
い
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

税源移譲に伴う税制改正

 市民へのＰＲは

委
員　

平
成
19
年

４
月
か
ら
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り

の
た
め
、
小
学
校

を
活
用
し
た
放
課

後
子
ど
も
教
室
事

業
が
、市
内
３
つ
の

小
学
校
を
モ
デ
ル

校
に
実
施
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
同
事

業
の
実
施
に
向
け
、

現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

児
童
青
少
年
課
長　

同
事
業
は
、

地
域
の
方
々
が
参
画
す
る
地
域
ぐ

る
み
の
子
育
て
支
援
が
主
眼
で
あ

る
た
め
、
住
民
へ
の
周
知
に
重
点

を
置
き
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
校
で
の
運
営
は
、

各
校
ご
と
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
委
託

す
る
方
向
で
協
議
を
し
て
い
る
。

　

事
業
の
方
向
性
は
、
３
校
と
も

基
本
は
同
じ
で
あ
る
が
、
施
設
が

学
校
ご
と
に
違
う
た
め
、
実
情
に

あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て

い
る
。 放課後子ども教室事業

進ちょく状況は

委
員　

学
校
給
食
費
未
納
の
問
題
に
対
し

て
、
本
市
で
は
、
未
納
者
に
対
し
戸
別
訪

問
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な
努
力
を
し

て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
未
納
状
況
と
徴
収
対

策
の
考
え
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

給
食
担
当
主
幹　

未
納
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
校
分
の
平
成
17
年
度

未
納
額
が
１
２
０
１
万
円
、
未
納
率
は

１
・
９
％
で
あ
る
。

　

徴
収
対
策
は
、
土
・
日
曜
日
の
臨
戸
徴

収
や
電
話
で
の
催
告
な
ど
、
現
在
行
っ
て

い
る
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
未
納
者
の
処
分
や
未
納
が
発
生

し
な
い
た
め
の
予
防
対
策
に
関
し
て
は
、

保
護
者
も
参
加
し
た
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
新
た
な
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
安
全
対
策
課
長　

利
用
率
が

高
い
、
駅
周
辺
の
無
料
駐
輪
場
は
、

繁
雑
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
ま

ち
の
美
観
を
損
な
う
面
も
あ
る
た

め
、施
設
を
整
備
し
、責
任
を
持
っ

て
管
理
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

本
予
算
の
歳
入
で
は
、
税
源
移
譲

に
よ
る
所
得
税
と
住
民
税
の
税
率
変

更
や
、
住
民
税
の
定
率
減
税
の
廃
止

等
に
よ
り
、市
税
が
前
年
度
比
７
・
７

％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

住
民
税
は
様
々
な
補
助
制
度
の
基

準
と
な
る
た
め
、
低
所
得
者
、
高
齢

者
等
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
へ
の
負
担
を

求
め
な
が
ら
、
一
方
で
、
歳
出
で
は

観
光
事
業
へ
の
偏
っ
た
支
出
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
生
活
を

支
え
る
予
算
と
は
言
い
難
い
。

　

更
に
、
幾
つ
か
の
政
策
決
定
過
程

が
不
透
明
で
あ
り
、
こ
れ
は
市
民
自

治
の
視
点
か
ら
も
問
題
で
あ
る
と
と

も
に
、
将
来
的
な
財
政
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
予

算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

本
予
算
は
、
本
市
の
目
指
す
都
市

像
で
あ
る
﹁
心
ふ
れ
あ
う　

緑
ゆ
た

か
な　

住
み
よ
い
ま
ち
﹂
づ
く
り
に

向
け
、
各
種
事
業
を
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
市
民
に
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
予
算
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
で
税
源

移
譲
等
の
結
果
、
約
23
億
７
３
０
０

万
の
増
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
市
税
収

入
が
伸
び
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
新
市
民
会
館
・
新
中

央
図
書
館
の
開
館
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
事
業
な
ど
、
様
々
な
施
策
が
実

施
さ
れ
る
。

　

本
予
算
は
、
全
国
自
治
体
の
中
で
、

教
育
、
環
境
、
財
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
、
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
施

策
を
持
っ
た
予
算
で
あ
る
こ
と
に
期

待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。　

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

構
造
改
革
路
線
を
継
承
し
発
足
し

た
安
倍
内
閣
は
、
所
得
が
減
っ
て
苦

し
さ
を
増
す
国
民
に
は
、
定
率
減
税

の
全
廃
な
ど
に
よ
る
増
税
と
負
担
増

を
続
け
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
期
を
上
回

る
利
益
を
得
て
い
る
大
企
業
に
は
新

た
な
大
減
税
を
施
し
、
一
握
り
の
大

資
産
家
へ
の
特
別
減
税
を
温
存
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
予
算
は
、
市

税
の
増
収
、
財
政
健
全
化
に
区
切
り

が
つ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
宅

寝
た
き
り
高
齢
者
介
護
者
慰
労
金
等

が
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
福
祉

を
増
進
す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を

発
揮
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
り
つ
つ
あ
る

今
こ
そ
、
市
民
に
温
か
い
市
政
運
営

を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

　　▲工事中の駐輪場（分倍河原駅北側）　




